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主なお知らせ

国民健康保険料が変わります
新しい健康診査が始まります
安心・安全に暮らせる社会をめざして
耐震診断・耐震改修補助の受け付けを開始
●今回の折り込み 社協だより
（はずしてお読みください）
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保
険
料
の
計
算
方
法
が

変
わ
り
ま
す

75
歳
以
上
の
人
が
加
入
す
る
長
寿
医

療
制
度（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）の
開

始
に
伴
い
、74
歳
ま
で
の
人
も
長
寿
医
療

制
度
の
医
療
費
を
支
援
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、医
療
分
保
険
料
に
含
ま
れ

て
い
た
老
人
保
健
制
度
へ
の
負
担
部
分
が

な
く
な
り
、支
援
金
分
保
険
料
が
加
わ
り

ま
す
。

年
間
の
保
険
料
は
、医
療
分
保
険
料
と

介
護
分
保
険
料
に
、支
援
金
分
保
険
料
を

加
え
た
額
に
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

平
成
20
年
度
か
ら
、長
寿
医
療
制
度（
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
）が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
制
度
の
開
始
に
伴
い
、新
た
に
長
寿
医
療
制
度
の
医
療

費
を
支
援
す
る
支
援
金
分
保
険
料
が
、国
民
健
康
保
険
料
の
賦

課
額
に
加
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、平
成
20
年
度
の
保
険
料
の
料
率
も
決
ま
り
ま
し
た
の

で
、併
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、支
援
金
分
保
険
料
は
、年
齢
に

関
係
な
く
、国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

す
べ
て
の
人
が
納
付
し
ま
す
。

保
険
料
の
算
定
方
法

平
成
20
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
は
、

19
年
の
所
得
に
応
じ
て
算
定
す
る
所
得
割

と
、加
入
者
の
人
数
で
算
定
す
る
均
等
割
、

各
世
帯
に
か
か
る
平
等
割
の
、３
つ
の
項
目

か
ら
計
算
し
ま
す
。

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
が
加
入
し
て

い
る
場
合
は
、介
護
分
保
険
料
を
医
療
分

保
険
料
と
同
じ
方
法
で
計
算
し
、医
療
分

保
険
料
と
支
援
金
分
保
険
料
と
合
算
し

ま
す
。

■国民健康保険料の算定方法
医療分保険料に含まれていた老人保健制度への負担がなくな

り、長寿医療制度の医療費を支援する、支援金分保険料が加わり

ます。

s

医療分保険料
（老人保健制度への負担を
含む）

・加入者全員が納付
・賦課限度額は56万円

介護分保険料
・40～64歳の人が納付
・賦課限度額は9万円

※保険料の最高限度額は、65万円から68万円になります。

支援金分保険料
・加入者全員が納付
・賦課限度額は12万円

介護分保険料
・40～64歳の人が納付
・賦課限度額は9万円

医療分保険料
・加入者全員が納付
・賦課限度額は47万円

平成19年度まで 平成20年度から
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長
寿
医
療
制
度
開
始
に
よ
る

保
険
料
の
軽
減
の
経
過
措
置

■
75
歳
以
上
の
人
が
い
る
世
帯

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
だ
っ
た
75

歳
以
上
の
人
が
、長
寿
医
療
制
度
に
移
行

す
る
世
帯
で
、所
得
が
少
な
い
こ
と
に
よ

り
、保
険
料
が
軽
減
さ
れ
て
い
た
世
帯
は
、

経
過
措
置
と
し
て
、長
寿
医
療
制
度
に
移

行
し
た
月
か
ら
５
年
間
は
、こ
れ
ま
で
と

同
じ
保
険
料
の
軽
減
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ま
た
、国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
だ

っ
た
75
歳
以
上
の
人
が
、長
寿
医
療
制
度

に
移
行
す
る
こ
と
で
、国
民
健
康
保
険
に
加

入
す
る
人
が
世
帯
で
１
人
に
な
る
と
き
は
、

５
年
間
は
平
等
割
が
半
額
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、世
帯
構
成
や
世
帯
の
収
入
な

ど
の
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、軽
減
の
対
象

か
ら
外
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
が
加
入
す

る
場
合

75
歳
以
上
の
人
が
、社
会
保
険
な
ど
の

被
用
者
保
険
か
ら
長
寿
医
療
制
度
に
移

行
す
る
こ
と
に
よ
り
、今
ま
で
そ
の
扶
養

家
族
だ
っ
た
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
は
、減
免
申
請

を
す
る
と
、２
年
間
は
所
得
割
が
免
除
さ

れ
、均
等
割
が
半
額
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
65
歳
以
上
の
人
の
み
が
加
入
し

て
い
る
世
帯
は
、平
等
割
も
半
額
に
な
り

ま
す
。納

付
書
は
世
帯
主
に
郵
送

保
険
料
の
納
付
書
は
、６
月
中
旬
に
世

帯
主
へ
郵
送
し
ま
す
。

保
険
料
は
、６
月（
第
１
期
）か
ら
平
成

21
年
３
月（
第
10
期
）ま
で
の
、10
回
に
分

け
て
納
め
ま
す
。た
だ
し
、年
金
か
ら
天
引

き
さ
れ
る
人
は
、除
き
ま
す
。

な
お
、６
月（
第
１
期
）の
納
期
は
、６
月

16
日（
月
）か
ら
30
日（
月
）ま
で
に
、変
更

に
な
り
ま
す
。

申
告
は
済
ん
で
い
ま
す
か

保
険
料
は
、前
年
中
の
所
得
を
基
に
計

算
す
る
た
め
、申
告
が
遅
れ
る
と
後
か
ら
保

険
料
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、収
入
が
無
い
人
も
、所
得
の
申
告

を
し
な
い
と
、法
定
減
額
制
度
の
適
用
に

な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
告
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、早
め
に
税

務
署
や
課
税
課
で
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■国民健康保険料の料率
保険料 医療分保険料 支援金分保険料 介護分保険料

所得割額 7.26％ 1.95％ 1.79％

均等割額（1人当たり） 25,900円 7,000円 7,300円

平等割額（世帯当たり）24,200円 6,500円 5,000円

■65歳から74歳までの人は保険
料が年金から天引きされます

対象 次の条件をすべて満たす人●国民健

康保険の被保険者全員が65歳以上の世帯

の世帯主（擬制世帯主は除く）●年額18万

以上の年金を受給している●保険料と介護

保険料の合計額が、国民年金の老齢基礎年

金などの対象年金額の2分の1を超えない

■70歳から74歳までの人の患者
負担は据え置きます
70歳から74歳までの人の患者負担は、4

月から2割に見直すことになっていましたが、

平成21年3月までは、1割に据え置きます。

ただし、すでに3割負担をしている人や、長

寿医療制度の対象になる一定の障害認定を

受けた人は、除きます。

■小学校入学前までの子どもの
患者負担を引き下げました
3歳から小学校入学前まで（6歳の誕生日

以後の最初の3月31日まで）の子どもの患者

負担は、4月から2割に引き下げました。

問
合
せ

保
険
年
金
課
賦
課
担
当
1
0
8
3
4
―
22
―
8
3
1
2
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新
し
い
健
康
診
査
が
始
ま
り
ま
す

特
定
健
康
診
査
で
異
常
が
認
め
ら
れ

た
場
合
、保
健
師
や
管
理
栄
養
士
な
ど
に

よ
る
特
定
保
健
指
導
が
行
わ
れ
ま
す
。

特
定
健
康
診
査
や
特
定
保
健
指
導
を

受
け
て
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
早

め
に
発
見
し
、生
活
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、特
定
健
康
診
査
や
特
定
保
健
指

導
に
つ
い
て
、く
わ
し
く
は
、加
入
し
て
い
る

医
療
保
険
者
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

保
険
年
金
課
特
定
健
診
担
当
1
０
８
３

４
―
22
―
８
３
８
４

40
歳
以
上
の
人
の
健
康
診
査
が
変
わ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
基
本
健
康
診
査
に
変
わ
っ
て
、今

後
は
、40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
は
、国
民
健
康

保
険
や
社
会
保
険
な
ど
の
医
療
保
険
者
が
、特
定

健
康
診
査
や
特
定
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、75
歳
以
上
の
人
は
、県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
が
、健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す
。

特
定
健
康
診
査
と
特
定
保
健

指
導特

定
健
康
診
査
や
特
定
保
健
指
導
が

４
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、平
成

21
年
３
月
31
日
ま
で
に
40
歳
か
ら
74
歳
に

な
る
人
で
、国
民
健
康
保
険
や
社
会
保
険

な
ど
の
医
療
保
険
に
、一
年
を
通
じ
て
加

入
し
て
い
る
人
を
対
象
に
行
い
ま
す
。

特
定
健
康
診
査
や
特
定
保
健
指
導
は
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪
症

候
群
）の
、予
防
や
解
消
を
目
的
に
実
施

さ
れ
ま
す
。

メタボリックシンドロームとは

メタボリックシンドロームとは、内臓脂肪の

蓄積によって、高血圧や脂質異常、高血糖など

の危険因子が、2つ以上ある状態のことです。

内臓脂肪が蓄積すると、動脈硬化が進行し、

心臓病や脳卒中、糖尿病など生活習慣病の

原因になります。

心臓病・脳卒中などの循環器病�
糖尿病の合併症�

（腎臓病・失明）などへ発展�

�
不健康な生活習慣�

（不適切な食生活、運動不足、�
　喫煙習慣など）�

内臓脂肪の蓄積�

代謝の異常�

動脈硬化の進行�

高血圧�脂質異常�高血糖�

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム�

�
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生活機能の低下を早期に発見し、介護予防に役立

てるため、基本健康診査に併せて実施していた基本

チェックリストは、平成20年度から、生活機能評価と

して受診できます。

対象になる人には、国民健康保険の特定健康診査

や、75歳以上の人の健康診査の受診券に、記載して

います。

※国民健康保険以外の被保険者や被扶養者で、生活

機能評価の受診を希望する人は、随時、受診券を

発行します。福祉介護課高齢者福祉担当に、問い

合わせてください。

検査内容 生活機能チェック（問診、基本チェックリ

スト、診察、身体計測、血圧測定）を受診して生活機

能の低下の恐れがある場合、生活機能検査（心電

図、貧血検査、血清アルブミン検査、診察など）を

受診

受診方法 ▽特定健康診査を受診する人…12月末

までに、特定健康診査を受診する医療機関で受診

▽健康診査を受診する人…平成21年2月28日

までに、健康診査を受診する医療機関で受診

受診費用　無料

結果通知　生活の機能の低下がみられ、要支援や要

介護の状態になるおそれがある人（特定高齢者）

に、福祉介護課から送付

※特定高齢者は、生活機能の維持や向上のために、

介護予防事業を利用できます。

問合せ 福祉介護課高齢者福祉担当10834―22

―8462

生活機能評価

40～74歳で国民健康保険に
加入する人の特定健康診査

特定健康診査や健康診査と併
せて受診しましょう

65歳以上で要支援や要介
護の認定を受けていない人

75歳以上の人の健康診査

平成21年1月までに75歳になる人や、長寿医

療制度（後期高齢者医療制度）で障害認定を受け

た65歳以上の人は、県後期高齢者医療広域連合

による、健康診査を受診できます。

※21年2月1日以降に75歳になる人は、21年

度の対象になります。

検査内容 問診、身体計測（身長、体重、ＢＭＩ
ビーエムアイ

）、

診察、血圧測定、検尿（尿糖、尿蛋白）、血液検

査（脂質、血糖、肝機能）、貧血検査

受診券の送付 6月中旬

※7月1日～21年1月31日に75歳になる人は、

誕生月の翌月に送付します。

受診方法 21年2月28日までに、受診券と被

保険者証を持参し、県医師会に加入する医療

機関で受診

受診費用 500円

健診結果 受診して1～2か月以内に通知

問合せ 保険年金課特定健診担当10834―

22―8384

検査内容 問診、身体計測（身長、体重、ＢＭＩ
ビーエムアイ

、腹

囲）、診察、血圧測定、検尿（尿糖、尿蛋白）、血

液検査（脂質、血糖、肝機能）

※必要に応じて、貧血検査や心電図検査、眼底検

査を実施します。

受診券の送付 6月中旬

受診方法 12月末までに、受診券と被保険者証

を持参し、受診券に同封する受託医療機関一

覧にある医療機関で受診

受診費用 2，000円

健診結果 受診して1～2か月以内に通知

特定保健指導 メタボリックシンドロームと判定

された人に、特定保健指導利用券を送付

※特定保健指導の内容は、市広報に掲載します。

問合せ 保険年金課特定健診担当10834―

22―8384
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見事に咲いた桜を見ながら

石
船
温
泉
さ
く
ら
ま
つ
り
が
、

４
月
13
日
に
、石
船
温
泉
憩

い
の
家
周
辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
会

場
周
辺
は
、今
が
見
頃
と
咲
き
誇
っ

た
満
開
の
桜
に
囲
ま
れ
、地
域
の
皆

さ
ん
に
よ
る
、も
ち
つ
き
や
露
店
、お

茶
席
な
ど
が
用
意
さ
れ
、多
く
の
人

が
訪
れ
ま
し
た
。
先
着
１
０
０
０
人

に
桜
寿
司
が
配
ら
れ
て
、こ
れ
が
大

人
気
。皆
さ
ん
は
、渋
川
の
畔
の
桜
や
、

会
場
ス
テ
ー
ジ
で
披
露
さ
れ
た
、か

わ
い
ら
し
い
日
本
舞
踊
な
ど
を
見
な

が
ら
、地
元
産
の
食
材
に
舌
鼓
を
う

っ
て
い
ま
し
た
。

元気な声が響く入学式

新
１
年
生
を
迎
え
る
入
学
式

が
、４
月
９
日
に
、
大
河
内

小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
お
母
さ

ん
や
お
父
さ
ん
と
一
緒
に
登
校
し
た

34
人
の
新
入
生
は
、教
室
で
式
の
入

場
順
に
着
席
し
て
、返
事
の
練
習
を

し
た
後
、２
人
ず
つ
手
を
つ
な
い
で
、

体
育
館
に
入
場
。
名
前
の
読
み
上
げ

が
始
ま
る
と
、新
入
生
や
保
護
者
の

皆
さ
ん
の
緊
張
は
、最
高
潮
に
達
し

ま
す
。
大
き
な
声
で
返
事
を
し
て
起

立
し
た
新
入
生
の
姿
は
、立
派
な
小

学
生
で
す
。
期
待
と
不
安
の
入
学
式

は
、永
く
記
憶
に
残
る
で
し
ょ
う
。

桜
の
高
瀬
湖
ク
リ
ー
ン
ウ
オ
ー

ク
が
、４
月
５
日
に
、新
南
陽

地
域
の
島
地
川
ダ
ム
周
辺
で
行
わ
れ

ま
し
た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、和
田
地

区
の
皆
さ
ん
が
中
心
に
な
っ
て
、高
瀬

湖
の
周
辺
約
７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー

ス
を
、清
掃
活
動
を
し
な
が
ら
自
由

に
散
策
す
る
も
の
で
す
。
参
加
し
た

約
１
０
０
人
の
皆
さ
ん
は
、道
の
脇
に

捨
て
ら
れ
た
ご
み
を
拾
い
な
が
ら
、桜

が
咲
き
始
め
た
春
の
景
色
を
満
喫
。

大
人
も
子
ど
も
も
、春
の
息
吹
を
感

じ
な
が
ら
、思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
、ゴ

ー
ル
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

桜
の
高
瀬
湖
を

み
ん
な
で
き
れ
い
に

花
と
ワ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、

４
月
５
日
と
６
日
に
、総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
で
は
、恒
例
の

巨
峰
ワ
イ
ン
の
販
売
や
さ
ま
ざ
ま
な

ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

簡
単
な
振
り
付
け
で
踊
れ
る
「
つ
よ

し
君
体
操
」
の
披
露
も
あ
り
、今
後

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、目
に
す
る
こ
と

が
多
く
な
り
そ
う
で
す
。
会
場
で
は
、

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
や
ニ

ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
な
ど

も
行
わ
れ
、訪
れ
た
人
た
ち
は
春
の

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
満
喫
し
ま
し
た
。

今
年
も
自
慢
の
ワ

イ
ン
が
で
き
ま
し
た

表
紙
の
こ
と
ば
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あなたの

手紙を

募集中
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ま
た
、
享
和
元

年（
１
８
０
１
年
）

か
ら
の
約
10
年
間

は
、藩
の
命
令
に
よ

り
、
伊
能
忠
敬
に

よ
る
中
国
地
方
の

測
量
に
協
力
し
、

徳
山
藩
内
の
村
々

の
地
図
作
り
を
手

伝
い
ま
し
た
。

南
陵
は
、
色
鮮
や
か
な
花
鳥
画
な
ど
、

数
々
の
作
品
を
描
い
て
い
ま
す
が
、中
で
も

美
術
博
物
館
所
蔵
の「
四
季
耕
作
図
屏
風
」

は
逸
品
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

朝
倉
南
陵（
宝
暦
６
年
〜
天
保
14
年
）

朝
倉
南
陵

な
ん
り
ょ
う

は
、徳
山
地
域
の
中
央
地
区

で
、宝
暦
６
年（
１
７
５
６
年
）に
、徳
山
藩

の
浪
人
の
子
ど
も
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

12
歳
の
時
に
、代
々
徳
山
藩
の
御
用
絵

師
を
務
め
て
い
た
、朝
倉
家
を
継
ぎ
、萩
と

江
戸
で
絵
を
学
び
ま
し
た
。

徳
山
藩
７
代
藩
主
毛
利
就な

り

馴よ
し

の
下
で
絵

画
の
腕
を
振
い
、数
多
く
の
絵
図
や
屏
風
、

絵
馬
、板
戸
、ふ
す
ま
、額
な
ど
の
作
品
を

残
し
て
い
ま
す
。

だいじょうぶ！だいじょうぶ！だいじょうぶ

だよお母
かあ

さん。きっと元
げん

気
き

になるから。

いつも大
だい

好
す

きな絵
え

本
ほん

の言
こと

葉
ば

で励
はげ

まして

くれたリョウ。寂
さび

しい思
おも

いをさせたけど、

お風
ふ

呂
ろ

や食器
しょっき

洗
あら

いなど、家
か

事
じ

を頑
がん

張
ば

って

くれましたね。

シュンは重
おも

いものが持
も

てなくなった私
わたし

を気
き

遣
づか

い、ごみ出
だ

しや買
か

い物
もの

など、中学生
ちゅうがくせい

の男
おとこ

の子
こ

には恥
は

ず

かしいのではと思
おも

うことも、すすんで手
て

伝
つだ

ってくれました。

あなた達
たち

が明
あか

るく、優
やさ

しく支
ささ

えてくれたから、泣
な

き虫
むし

のお母
かあ

さんは頑
がん

張
ば

ることができました。本
ほん

当
とう

にありがとう。

そしてサポートして下
くだ

さっている多
おお

くの方
かた

へ、感謝
かんしゃ

の気
き

持
も

ちを忘
わす

れないで下
くだ

さい。お母
かあ

さんもあなた達
たち

の成長
せいちょう

を楽
たの

し

みに、これからも頑
がん

張
ば

ります。

母
はは

より

子

ど も へ の

k
o
domoeno t

eg
am
i手紙�

テーマの指定がなかった今大会で、末藤さんは空中
遊泳をイメージして作品を仕上げました
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末藤鮎美さん

技能五輪全国大会金賞を受賞

末藤鮎美さん

技能五輪全国大会金賞を受賞
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花
の
癒
し
を

感
性
で
伝
え
る

テ
ー
ブ
ル
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
し
て
、総

合
点
を
競
い
ま
す
。

「
ど
の
作
品
も
、１
時
間
以
上
続
く
作

業
で
し
た
が
、イ
メ
ー
ジ
を
頭
の
中
か
ら
消

さ
な
い
よ
う
に
没
頭
し
ま
し
た
。
今
回
は

２
度
目
の
挑
戦
な
の
で
、人
目
を
引
く
大

き
な
作
品
に
す
る
と
と
も
に
、今
ま
で
学

ん
だ
基
礎
の
技
術
を
見
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
し
た
」
と
競
技
中
の
様
子
を
振
り

返
る
末
藤
さ
ん
。

生
花
店
で
の
勤
務
と
伴
に
、フ
ラ
ワ
ー

装
飾
の
教
室
に
通
う
と
い
う
、花
に
囲
ま

れ
た
生
活
を
す
る
末
藤
さ
ん
は
「
今
後
も

花
の
知
識
や
技
術
を
磨
い
て
、い
ろ
い
ろ
な

場
面
で
皆
さ
ん
の
目
に
触
れ
る
作
品
を
作

り
た
い
で
す
。
ま
た
、皆
さ
ん
に
も
部
屋
の

中
に
花
を
飾
っ
て
、花
が
も
た
ら
す
癒
し

効
果
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
」
と
笑

顔
で
今
後
の
抱
負
と
花
の
魅
力
を
語
り

ま
す
。

「
フ
ラ
ワ
ー
装
飾
と
の
出
会
い
は
、生
花

店
に
勤
め
始
め
て
か
ら
で
す
」
と
話
す
の

は
、２
月
に
幕
張
メ
ッ
セ（
千
葉
県
）で
開
催

さ
れ
た
技
能
五
輪
全
国
大
会
で
、フ
ラ
ワ

ー
装
飾
部
門
の
最
高
賞
、金
賞（
厚
生
労

働
大
臣
賞
）を
受
賞
し
た
、末
藤
鮎
美
さ

ん
で
す
。

技
能
五
輪
大
会
は
、43
の
職
種
で
技
能

レ
ベ
ル
の
日
本
一
を
競
う
競
技
大
会
で
す
。

フ
ラ
ワ
ー
装
飾
部
門
で
は
、制
限
時
間
内

に
自
ら
書
き
起
こ
し
た
ス
ケ
ッ
チ
を
基
に
、

30
種
類
の
花
を
使
っ
て
、花
束
や
ブ
ー
ケ
、

四季耕作図屏風（春夏）四季耕作図屏風（春夏）四季耕作図屏風（春夏）四季耕作図屏風（春夏）四季耕作図屏風（春夏）四季耕作図屏風（春夏）四季耕作図屏風（春夏）四季耕作図屏風（春夏）四季耕作図屏風（春夏）四季耕作図屏風（春夏）四季耕作図屏風（春夏）四季耕作図屏風（春夏）四季耕作図屏風（春夏）四季耕作図屏風（春夏）四季耕作図屏風（春夏）四季耕作図屏風（春夏）四季耕作図屏風（春夏）
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主なお知らせ�

安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る

社
会
を
め
ざ
し
て

５
月
は
消
費
者
月
間

平
成
20
年
度
の
消
費
者
月
間
の
テ
ー
マ

は「
活
か
そ
う
消
費
者
・
生
活
者
の
視
点
」

で
す
。

近
年
、消
費
者
問
題
は
、ま
す
ま
す
多

様
で
複
雑
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

食
品
の
偽
装
表
示
問
題
の
ほ
か
、取
り

引
き
の
面
で
も
、高
齢
者
を
狙
っ
た
悪
質

訪
問
販
売
や
、若
者
を
狙
っ
た
携
帯
電
話

な
ど
で
の
不
当
請
求
や
架
空
請
求
な
ど
の

ト
ラ
ブ
ル
が
、大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、消
費
者
の
皆
さ
ん
が
、

安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、被
害
を
未
然
に
防
い

だ
り
、そ
の
拡
大
を
防
止
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、消
費
生

活
に
関
す
る
情
報
の
提
供
や
、出
前
講
座

の
開
催
、消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る

相
談
の
受
け
付
け
な
ど
、消
費
者
の
皆
さ

ん
を
支
援
す
る
事
業
や
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

消
費
生
活
相
談
は
、内
容
な
ど
を
確
認

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
原
則
、窓
口
か

電
話
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

生
活
安
全
課
内
市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
1
0
8
3
4
―
22

―
8
3
2
1
・
生
活
安
全
課
1
0

8
3
4
―
22
―
8
3
2
0

長年使用している家電製

品は、火災などの重大事故に

つながるおそれがあります。

これから、エアコンや扇風

機などを使用する機会が増

えますので、使用する前に必

ず安全確認をしましょう。

異常を確認したら、使用を中止し、早急に

販売店やメーカーに連絡してください。

また、同様にテレビや洗濯機などの家電

製品も、日頃から異常がないかを確認する

必要があります。

古い扇風機を使用する場合

●モーターが異常な音を出したり、熱くな

ったりしていないか

●焦げ臭いにおいはしていないか

●羽根の回転が遅くなっていないか

●動いたり、動かなかったりすることはないか

長年使用している家電製品に注意

私
た
ち
消

費
者
は
、あ

ら
ゆ
る
情
報

を
入
手
し
、
自
分
に

と
っ
て
何
が
有
益
か
見
極
め
、悪
質

商
法
な
ど
の
被
害
か
ら
、身
を
守
る

知
識
を
も
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の

５
つ
の
約
束

■
口
先
の
優
し
い
言
葉
に
ご
用
心
。

う
ま
い
話
は
ま
ず
疑
う

■
見
知
ら
ぬ
人
の
親
し
げ
な
訪
問

は
、要
注
意

■
署
名
や
押
印
は
う
か
つ
に
し
な

い
。
契
約
は
慎
重
に

■
「
結
構
で
す
。い
い
で
す
」
な
ど

の
、あ
い
ま
い
な
言
葉
は
使
わ
な

い
。
必
要
が
な
け
れ
ば
、は
っ
き
り

断
る

■
迷
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
、早
く

家
族
や
身
近
な
人
、ま
た
は
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る

5
月
は
消
費
者
月
間
で
す

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い

だ
ま
さ
れ
な
い
で
、５
つ
の
約
束

近
年
、食
品
偽
装
表
示
問
題
や
製
品
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
が
、盛
ん

に
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
費
者
と
し
て
も
、生
活
者
の
厳
し
い
視
点
で
、商
品
や
契
約
の
点
検
や

確
認
を
す
る
な
ど
、自
分
の
身
を
守
る
た
め
の
細
心
の
注
意
が
必
要
で
す
。
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主なお知らせ�

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
補
助

の
受
け
付
け
を
開
始

も
し
も
に
備
え
て
最
適
な
ア
ド
バ
イ
ス

平
成
７
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、

現
行
の
建
築
基
準
法
の
構
造
基
準
を
満

た
し
て
い
な
い
、昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建

築
さ
れ
た
建
築
物
の
倒
壊
な
ど
で
、多
く

の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

被
害
に
遭
っ
た
人
の
ほ
と
ん
ど
が
、家
屋

の
倒
壊
や
家
具
な
ど
の
転
倒
に
よ
る
も
の

で
、そ
の
う
ち
の
多
く
の
人
が
、地
震
発
生

直
後
の
約
15
分
以
内
に
亡
く
な
っ
た
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、地
震
に
よ
る
住
宅
の

倒
壊
被
害
か
ら
生
命
や
財
産
を
守
る
た

め
に
も
、個
々
の
建
築
物
の
耐
震
性
を
上

げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、昭
和
56
年
５
月
以
前

に
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅
に
居
住
す
る

人
は
、耐
震
診
断
で
自
宅
の
耐
震
性
を
確

認
す
る
こ
と
を
推
奨
し
ま
す
。

診
断
の
結
果
、耐
震
性
が
不
足
し
て
い

る
場
合
、耐
震
改
修
を
行
い
、地
震
に
強
い

住
宅
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

市
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
の
耐
震
化
の

取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、木
造
住
宅

の
耐
震
診
断
や
、耐
震
改
修
と
公
共
的
な

建
築
物
の
耐
震
診
断
に
つ
い
て
の
補
助
を

行
い
ま
す
。

■
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
と
耐
震
改
修

対
象

▽
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
…
市
内

に
あ
る
、昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
し
た
一
戸
建
て
で
、３
階
以
下
の
木
造

住
宅（
併
用
住
宅
の
場
合
は
、住
宅
部
分

の
床
面
積
が
延
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上

を
占
め
る
も
の
）▽
耐
震
改
修
…
耐
震
診

断
の
結
果
が
、上
部
構
造
評
点
１
・
０
未
満

の
住
宅
を
、１
・
０
以
上
に
す
る
改
修
工
事

募
集
戸
数
と
補
助
額

▽
耐
震
診
断
…

25
戸
、２
万
８
０
０
０
円
ま
で
▽
耐
震
改

修
…
５
戸
、30
万
円
ま
で

■
公
共
的
な
建
築
物
の
耐
震
診
断

対
象

市
内
に
あ
る
建
物
で
、昭
和
56

年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た
、民
間

が
所
有
す
る
学
校
や
病
院
な
ど
の
公
共

的
な
建
築
物

募
集
棟
数
と
補
助
額

１
棟
、１
０
０
万

円
ま
で

■
い
ず
れ
も

申
込
み

５
月
16
日（
金
）ま
で
に
、住
宅

政
策
課
で
配
布
す
る
申
込
書
を
、
住
宅

政
策
課
に
提
出

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、抽
選
し

ま
す
。
ま
た
、応
募
戸
数
に
満
た
な
い

場
合
は
、当
分
の
間
、随
時
募
集
を
行

い
ま
す
。

※
建
物
の
所
有
者
に
市
税
の
滞
納
が
な
い

な
ど
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く

は
、事
前
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

12
月
31
日（
水
）
ま
で
に
、耐
震
改
修

を
行
っ
た
場
合
、耐
震
改
修
に
要
し
た
費

用
の
10
％
相
当
額（
20
万
円
を
上
限
）を
、

所
得
税
額
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ま
た
、固
定
資
産
税
額
の
減
額
措
置
も

あ
り
ま
す
。

各
減
税
の
手
続
き
に
必
要
な
証
明
書

は
、住
宅
政
策
課
で
発
行
し
て
い
ま
す
。

平
成
7
年
に
発
生
し
た
阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、多
く
の
尊
い
命
が
奪

わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
も
、新
潟
県
中
越
地
震
や
福
岡
県
西
方
沖
地
震
な
ど
、各
地
で

大
規
模
な
地
震
が
起
き
て
お
り
、本
市
で
も
、い
つ
地
震
が
発
生
し
て
も
、

お
か
し
く
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、地
震
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
を
守
る
た
め
に
、耐
震
化
促
進
の

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

住
宅
政
策
課
1
0
8
3

4
―
22
―
8
3
3
4

建
物
の
耐
震
化
の
必
要
性

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修

補
助
制
度
の
概
要

耐
震
改
修
に
伴
う
減
税
措
置
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地
価
公
示
に
係
る
図
書
の
閲
覧

１
月
１
日
時
点
の
標
準
地
に
お
け
る
１

㎡
当
た
り
の
価
格
を
、閲
覧
で
き
ま
す
。

▼
場
所
／
市
役
所
本
庁
舎
市
民
さ
ろ
ん
、

総
務
課
財
産
活
用
係
、各
総
合
支
所
地

域
政
策
課
、各
支
所
、各
市
立
図
書
館
▼

問
合
せ
／
総
務
課
1
22
―
８
３
８
２

市
戦
没
者
追
悼
式

先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
皆
さ
ん
の

追
悼
と
、恒
久
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
に
、

追
悼
式
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
／
５
月
10
日（
土
）９
時
30
分
〜

（
９
時
開
場
）▼
場
所
／
文
化
会
館a

▼

問
合
せ
／
社
会
課
1
22
―
８
４
６
５

防
犯
灯
設
置
費
特
別
補
助
金

平
成
19
年
度
か
ら
、人
家
が
少
な
い
自
治

会
境
の
通
学
路
に
、防
犯
灯
を
設
置
す
る

場
合
の
補
助
金
額
を
引
き
上
げ
て
い
ま
す
。

対
象
は
、こ
れ
ま
で
の
補
助
基
準
と
次

の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
場
合
で
す
。

な
お
、電
気
料
や
修
繕
な
ど
の
維
持
管

理
費
は
、申
請
者
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

▼
要
件
／
▽
小
学
校
や
中
学
校
の
通
学

路
に
設
置
す
る
こ
と
▽
設
置
個
所
が
、複

数
の
自
治
会
の
境
に
あ
り
、通
学
路
上
の

隣
接
す
る
自
治
会
の
人
家
同
士
の
距
離

が
お
お
む
ね
１
０
０
ｍ
以
上
あ
る
こ
と
▼
補

助
金
上
限
額
／
５
万
円
ま
で
※
支
柱
が

必
要
に
な
る
場
合
は
、10
万
円
ま
で
で
す
。

▼
問
合
せ
／
総
務
課
1
22
―
８
２
６
１
、

ま
た
は
各
総
合
支
所
地
域
政
策
課
。
新
南

陽
1
61
―
４
２
１
５
、熊
毛
1
92
―
０
０

０
８
、鹿
野
1
68
―
２
３
３
１

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
音
読
広
報
を

配
信小

さ
な
文
字
を
読
む
の
が
、つ
ら
い
高
齢

者
な
ど
の
皆
さ
ん
に
、情
報
を
届
け
る
た

め
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジf

http://w
w
w
.cit

y.shunan.lg.jp/kakuka/sogo/info/v

oice/

で
、広
報
し
ゅ
う
な
ん
の
音
読
広
報

の
配
信
を
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
、音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と

も
し
び
と
、点
訳
や
ま
び
こ
の
会
の
協
力
で

実
現
し
ま
し
た
。

▼
問
合
せ
／
政
策
調
整
課
広
報
広
聴
担

当
1
22
―
８
２
３
２

下
水
道
使
用
変
更
な
ど
の
手
続
き

住
所
や
世
帯
の
構
成
に
異
動
が
あ
る
場

合
は
、必
ず
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
届
け
出
が
必
要
な
場
合
／
▽
使
用
開

始
や
休
止
、廃
止
の
場
合
▽
下
水
道
を
使

用
し
て
い
て
、使
用
料
の
請
求
が
な
い
場
合

▽
使
用
内
容
に
変
更
が
あ
る
場
合
▽
井

戸
水
を
使
用
す
る
世
帯
の
人
数
に
変
更

が
あ
る
場
合
▼
申
請
先
／
下
水
道
業
務

課
、各
総
合
支
所
施
設
維
持
課
、各
支
所

▼
問
合
せ
／
下
水
道
業
務
課
1
61
―
４

２
０
４

野
鳥
の
飼
養
に
つ
い
て

ペ
ッ
ト
と
し
て
捕
獲
や
飼
養
が
で
き
る

野
鳥
は
メ
ジ
ロ
だ
け
で
、１
世
帯
に
つ
き
１

羽
限
り
で
す
。

ま
た
、捕
獲
許
可
や
飼
養
登
録
が
必
要

で
す
。

メ
ジ
ロ
を
捕
獲
や
飼
養
し
よ
う
と
す
る

人
は
、相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
林
政
課
1
22
―
８
３
６
０

狂
犬
病
の
予
防
注
射

犬
の
飼
い
主
は
、毎
年
１
回
、飼
い
犬
に

狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
、受
け
さ
せ
な
く

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
Aは徳山地域 Bは新南陽地域 Cは熊毛地域 Dは鹿野地域
市ホームページFhttp://www.city.shunan.lg.jp/

身
体
障
害
者
や
知
的
障
害
者
、重
度

精
神
障
害
者
が
納
税
義
務
者
で
あ
る

自
家
用
軽
自
動
車
で
、障
害
者
が
通
院

や
通
学
な
ど
の
目
的
で
使
用
し
て
い
る

場
合
に
、障
害
の
区
分
や
程
度
に
よ
っ

て
、軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、障
害
者
本
人
が
運
転
す
る
場

合
の
ほ
か
、障
害
者
と
生
計
を
同
じ
に

す
る
人
や
、身
体
障
害
者
な
ど
の
み
で

構
成
さ
れ
る
世
帯
の
障
害
者
を
、常
時

介
護
す
る
人
が
運
転
す
る
場
合
も
減

免
さ
れ
ま
す
。

※
減
免
は
、障
害
者
１
人
に
つ
き
普
通

自
動
車
な
ど
を
含
め
て
１
台
と
し
、

事
業
用
車
両
は
除
き
ま
す
。

※
障
害
の
程
度
に
よ
り
、対
象
に
な
ら

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
請
期
限
は
６
月
２
日（
月
）

軽
自
動
車
税
の
減
免

福
祉

持
参
物

●
印

鑑
●
普
通
自
動

車
運
転
免
許
証

●
平
成
20
年
度

の
軽
自
動
車
税

納
税
通
知
書（
５

月
上
旬
に
発
送
予
定
）
●
身
体
障
害

者
手
帳
、戦
傷
病
者
手
帳
、療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
い
ず

れ
か
●
障
害
者
と
生
計
を
同
じ
に
す

る
人（
常
時
、介
護
を
す
る
人
）が
運
転

す
る
場
合
は
、福
祉
介
護
課
障
害
者
福

祉
担
当
ま
た
は
、県
周
南
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
が
発
行
す
る
「
自
動
車
税
等
に

係
る
生
計
同
一
証
明
書
」

申
請
期
限

６
月
２
日（
月
）

申
請
先

課
税
課
管
理
担
当
、各
総

合
支
所
市
民
生
活
課
、各
支
所

問
合
せ

課
税
課
管
理
担
当
1
22
―

８
２
７
１
・
5
33
―
７
７
０
６

お
知
ら
せ
�
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４
月
に
実
施
し
た
集
合
注
射
に
行
け

な
か
っ
た
人
は
、必
ず
動
物
病
院
で
飼
い
犬

の
予
防
注
射
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、次
の
場
合
は
環
境
政
策
課
に
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
届
け
出
が
必
要
な
場
合
／
▽
生
後
91

日
以
上
の
犬
を
飼
う
と
き（
登
録
料
３
０

０
０
円
）▽
登
録
し
た
住
所
が
変
わ
っ
た
と

き
▽
犬
が
死
亡
し
た
と
き
▼
問
合
せ
／
環

境
政
策
課
1
22
―
８
３
２
２

30
〜
74
歳
で
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人
の
人
間
ド
ッ
ク

外
来
人
間
ド
ッ
ク
は
、平
成
20
年
度
か

ら
、日
帰
り
の
み
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、40
歳
以
上
で
受
診
す
る
人
は
、

脳
ド
ッ
ク
も
受
診
で
き
ま
す
。

な
お
、外
来
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た

人
は
、
特
定
健
康
診
査
の
受
診
は
不
要

で
す
。

▼
受
診
期
限
／
平
成
21
年
３
月
31
日
▼

医
療
機
関
／
▽
脳
ド
ッ
ク
も
可
…
徳
山
中

央
病
院
、徳
山
医
師
会
病
院
、新
南
陽
市

民
病
院
▽
外
来
ド
ッ
ク
の
み
…
徳
山
医
師

会
に
加
入
す
る
医
療
機
関
、大
和
総
合
病

院（
光
市
）▼
自
己
負
担
額
／
利
用
料
金

の
１
割（
脳
ド
ッ
ク
は
利
用
料
金
の
３
割
）

▼
申
込
み
／
保
険
証
を
持
参
で
、保
険
年

金
課
特
定
健
診
担
当
・
各
総
合
支
所
健

康
福
祉
課
・
各
支
所
▼
問
合
せ
／
保
険
年

金
課
特
定
健
診
担
当
1
22
―
８
３
８
４

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走

電
話
投
票
事
務
の
委
託

平
成
20
年
度
の
、モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競

走
電
話
投
票
事
務
（
舟
券
の
作
成
や
発

売
、払
い
戻
し
な
ど
の
事
務
お
よ
び
電
話

投
票
会
員
の
管
理
な
ど
の
事
務
）を
、委

〜
12
時
、鹿
野
公
民
館
▽
15
日（
木
）10
時

〜
15
時
、新
南
陽
総
合
支
所
▽
19
日（
月
）

10
時
〜
15
時
、熊
毛
総
合
支
所
▽
21
日

（
水
）９
時
〜
12
時
、徳
山
ス
タ
ー
レ
ー
ン
▼

問
合
せ
／
生
活
安
全
課
1
22
―
８
３
２
０

５
月
の
心
配
ご
と
相
談

鹿
野
公
民
館
で
開
催

▼
日
時
／
５
月
９

日（
金
）９
時
〜
12
時
※
人
権
相
談
を
併

せ
て
実
施
し
ま
す
。▼
問
合
せ
／
社
会
福

祉
協
議
会
鹿
野
支
部
1
68
―
２
９
９
８

熊
毛
総
合
支
所
で
開
催

▼
日
時
／
５

月
12
日（
月
）10
時
〜
12
時
※
人
権
相
談

と
職
業
相
談
を
併
せ
て
実
施
し
ま
す
。▼

問
合
せ
／
熊
毛
総
合
支
所
地
域
政
策
課

1
92
―
０
０
０
８

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

▼
対
象
／
20
歳
未
満
で
、次
の
要
件
の
い

ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
障
害
児
を
監
護
す

る
父
母
、ま
た
は
、父
母
に
代
わ
っ
て
児
童

を
養
育
し
て
い
る
人
▼
障
害
児
の
要
件
／

▽
精
神
の
発
達
が
遅
滞
し
て
い
る
た
め
、日

常
生
活
で
著
し
い
制
限
を
受
け
る
状
態
に

あ
る
こ
と
▽
身
体
に
中
度
以
上
の
障
害
が

あ
る
、ま
た
は
長
期
の
安
静
を
必
要
と
す

る
状
態
に
あ
る
こ
と
▽
統
合
失
調
症
や
そ

う
う
つ
病
、て
ん
か
ん
症
な
ど
の
精
神
障
害

な
ど
に
よ
っ
て
、日
常
生
活
で
著
し
い
制
限

託
し
ま
す
。

▼
委
託
先
／
競
艇
振
興
セ
ン
タ
ー（
東
京

都
）▼
問
合
せ
／
競
艇
事
業
部
管
理
課
1

25
―
０
５
４
０

５
月
の
人
権
擁
護
相
談

▼
対
象
／
市
内
に
在
住
す
る
人
▼
日

時
／
５
月
15
日（
木
）９
時
〜
12
時
※
心

配
ご
と
相
談
を
併
せ
て
実
施
し
ま
す
。▼

場
所
／
新
南
陽
総
合
支
所
▼
問
合
せ
／

新
南
陽
総
合
支
所
地
域
政
策
課
1
61
―

４
２
１
６

５
月
の
行
政
相
談

国
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
の
、苦
情
や
要

望
な
ど
を
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
と
場
所
／
▽
５
月
９
日（
金
）９
時

福祉 はり・きゅう・あん摩マッ
サージの助成

従来のはり・きゅうに加え、4月から、あん

摩マッサージも助成の対象になりました。
施術助成

対象 ①国民健康保険に加入している

人②長寿医療制度（後期高齢者医療制

度）の対象になる人③70歳以上で、①

②以外の医療制度に加入している人
助成額 ▽はり・きゅう・あん摩マッサー

ジのいずれか1つの施術…760円▽

はり・きゅう・あん摩マッサージのいず

れか2つ以上の施術…920円

※1日1回、１か月当たり12回までです。
申込み 施術時に、印鑑、①②の人は被

保険者証、③の人は市で発行した受給

資格者証と加入保険の被保険者証を

持参

※受給資格者証が必要な人は、加入保険

の被保険者証と印鑑を持参して、福祉

介護課や各総合支所健康福祉課、各

支所で申請してください。
あん摩マッサージ施術担当者の指定申請

申込み あんまマッサージ指圧師免許・

施術所の見取り図を、保険年金課給付

担当・福祉介護課高齢者福祉担当・各

総合支所健康福祉課・各支所
いずれも

問合せ 保険年金課給付担当122－

8311・福祉介護課高齢者福祉担当
122－8462

相
談
�

福
祉
�
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本
市
と
姉
妹
都
市
提
携
し
て
い
る
、

デ
ル
フ
ザ
イ
ル
市（
オ
ラ
ン
ダ
）を
訪
問

し
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
、現
地

の
青
少
年
と
友
好
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

対
象
と
定
員

市
内
に
在
住
す
る
▽

中
学
生
…
10
人
▽
高
校
生（
高
専
３
学

年
ま
で
を
含
む
）…
５
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

期
間

７
月
30
日（
水
）〜
８
月
７
日

（
木
）の
８
泊
９
日

内
容

国
際
理
解
や
国
際
感
覚
の
高

デ
ル
フ
ザ
イ
ル
市

友
好
親
善
訪
問
団

揚
を
図
り
、

両
市
の
友
好

を
深
め
る

助
成
金

旅

費
の
半
分
以

内（
限
度
額
15
万
円
）

申
込
み

５
月
30
日（
金
）ま
で
に
、企

画
課
・
各
総
合
支
所
地
域
政
策
課
・
市

内
の
中
学
校
・
高
校
で
配
布
す
る
参
加

申
込
書
・
学
校
長
の
同
意
書
を
、企
画

課
・
各
総
合
支
所
地
域
政
策
課
・
在
籍

す
る
学
校
に
提
出

問
合
せ

企
画
課
国
際
交
流
担
当
1

22
―
８
５
９
１

募
集

を
受
け
る
状
態
に
あ
る
こ
と
※
障
害
年
金

の
受
給
や
福
祉
施
設
に
入
所
、受
給
者
の

所
得
な
ど
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。▼
申
込

み
／
印
鑑
・
全
部
事
項
証
明
書
・
世
帯
全

員
の
住
民
票
の
写
し
・
身
体
障
害
者
手
帳

ま
た
は
療
育
手
帳
・
診
断
書
・
保
護
者
名

義
の
預
・
貯
金
通
帳
を
、福
祉
介
護
課
障

害
者
福
祉
担
当
・
各
総
合
支
所
健
康
福

祉
課
▼
問
合
せ
／
福
祉
介
護
課
障
害
者

福
祉
担
当
1
22
―
８
４
６
３

重
度
心
身
障
害
児
福
祉
手
当
の

支
給

▼
対
象
／
20
歳
未
満
で
、次
の
要
件
の
い

ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
、在
宅
の
障
害
児

と
生
計
が
同
じ
で
、市
内
に
在
住
し
、６

か
月
以
上
居
住
し
て
い
る
保
護
者
▼
障

害
児
の
要
件
／
▽
身
体
障
害
者
手
帳
１

〜
３
級
、療
育
手
帳
Ａ
、精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
１
級
〜
２
級
の
い
ず
れ
か
を

も
っ
て
い
る
人
▽
児
童
相
談
所
や
知
的
障

害
者
更
正
相
談
所
で
、
知
的
障
害
の
程

度
が
重
度
・
中
度
と
判
定
さ
れ
た
人
▼
支

給
月
額
／
障
害
の
程
度
に
よ
り
、２
５
０

０
円
ま
た
は
４
２
０
０
円
▼
申
込
み
／
印

鑑
・
障
害
の
等
級
が
確
認
で
き
る
も
の

（
手
帳
な
ど
）・
保
護
者
名
義
の
預
金
通

帳
を
、
福
祉
介
護
課
障
害
者
福
祉
担

当
・
各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
▼
問
合

せ
／
福
祉
介
護
課
障
害
者
福
祉
担
当
1

22
―
８
４
６
３

市
奨
学
生

経
済
的
な
理
由
で
、修
学
が
困
難
な
場

合
に
、奨
学
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

▼
貸
付
月
額
／
▽
国
公
立
の
高
校
な
ど
に

在
学
す
る
人
…
１
万
６
０
０
０
円
▽
私
立

の
高
校
な
ど
に
在
学
す
る
人
…
２
万
１
０

０
０
円
▽
大
学
・
専
修
学
校
な
ど
に
在
学

す
る
人
…
３
万
１
０
０
０
円
▼
募
集
人

数
／
25
人
程
度
▼
選
考
／
書
類
に
よ
る
▼

申
込
み
／
６
月
10
日（
火
）ま
で
に
、教
育

委
員
会
総
務
課
1
22
―
８
５
３
２

ぶ
ど
う
作
り
体
験

須
金
地
区a

で
、地
元
の
生
産
組
合
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
、ブ
ド
ウ
作
り
を
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
間
／
５
月
末
〜
９
月
▼
定
員
／
20

人（
受
け
付
け
順
）▼
参
加
料
／
１
人
２

０
０
０
円
▼
申
込
み
／
５
月
７
日（
水
）か

ら
、農
政
課
1
22
―
８
３
５
６

水
道
局
バ
ス
ツ
ア
ー
あ
な
た
の
知

ら
な
い
蛇
口
の
向
こ
う
の
世
界

▼
対
象
／
市
内
に
在
住
、ま
た
は
通
勤
す

る
人
▼
日
時
／
６
月
７
日（
土
）８
時
〜

17
時
30
分
※
雨
天
中
止
の
場
合
、６
日

（
金
）17
時
ま
で
に
電
話
で
連
絡
し
ま
す
。

▼
集
合
場
所
／
水
道
局
▼
定
員
／
40
人

熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
Aは徳山地域 Bは新南陽地域 Cは熊毛地域 Dは鹿野地域
市ホームページFhttp://www.city.shunan.lg.jp/

対
象

小
学
生
以
上
の
人

日
時

６
月
15
日（
日
）
14
時
〜（
13

時
開
場
）

場
所

文
化
会
館a

内
容

フ
ル
ー
ト
協
奏
曲
第
２
番（
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
）、リ
ュ
ー
ト
の
た
め
の
古
い
歌

と
舞
曲（
レ
ス
ピ
ー
ギ
）な
ど

入
場
料

無
料

申
込
み

５
月
22
日（
木
）必
着
で
、郵

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
イ
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
by
出
光

２
０
０
８
音
楽
に
な
っ
た
風
景

催
し

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
を
、往
復
は
が
き（
返
信
面
に
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
を
記
入
）で
、〒
７
４

５
―
０
８
７
４
徳
山
５
８
５
４
―
41
文

化
会
館
内
Ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｃ

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

in
Ｍ
ｕ
ｓ
ｅ
ｕ
ｍ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

by

出
光
係

※
は
が
き
１
枚
に
つ
き
２
人
入
場
可
。

問
合
せ

総
務
課
1
22
―
８
２
６
１
・

文
化
会
館a

1
22
―
８
７
８
７

募
集
�

募�

バ
イ

イ
ン

バ
イ
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日（
土
）12
時
30
分
〜
16
時（
６
月
以
降
は

原
則
毎
月
第
１
土
曜
日
、全
10
回
）▼
場

所
／
勝
間
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ーc

▼
材
料

費
／
各
回
１
０
０
０
円
程
度
▼
申
込
み
／

勝
間
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
1
92
―
０
０
４
３

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

幼
児
救
急
法
講
習
会

知
っ
て
お
く
と
役
に
立
つ
、救
急
法
を
体

験
し
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
／
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
会
員
、３
歳
ま
で
の
乳
幼
児
や
未
就
園

児
と
保
護
者
▼
日
時
／
５
月
16
日（
金
）

10
時
〜
11
時
▼
場
所
／
子
育
て
交
流
セ
ン

タ
ー（
ぞ
う
さ
ん
の
家
）a

▼
講
師
／
日
本

赤
十
字
社
幼
児
安
全
指
導
係
の
職
員
▼

受
講
料
／
無
料
▼
問
合
せ
／
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ーa

1
32
―
８
１
９
１

救
急
救
命
講
習
会

普
通
救
命
講
習
会

▼
日
時
／
６
月
11
日（
水
）９
時
〜
12
時

▼
定
員
／
20
人（
受
け
付
け
順
）

上
級
救
命
講
習
会

▼
日
時
／
６
月
19
日（
木
）９
時
〜
18
時

▼
定
員
／
15
人（
受
け
付
け
順
）

い
ず
れ
も

▼
対
象
／
熊
毛
地
域
に
在
住
、ま
た
は
光

地
区
消
防
組
合
管
内
に
勤
務
す
る
人
▼

場
所
／
光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

（
光
市
）▼
内
容
／
救
急
蘇
生
法（
一
次
救

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）▼
内

容
／
錦
川d

の
源
流
を
探
索
、向
道
ダ
ム

a

と
大
迫
田
浄
水
場a

の
見
学
▼
参
加

料
／
無
料
※
団
体
で
の
申
し
込
み
は
、事

前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。▼
持
参
物
／

昼
食
、
飲
み
物
▼
申
込
み
／
５
月
23
日

（
金
）ま
で
に
、住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、

往
復
は
が
き（
返
信
面
に
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
を
記
入
）で
、〒
７
４
５
―
０
８

４
４
速
玉
町
３
―
15
水
道
局
総
務
課
1

22
―
８
６
２
５

健
康
・
体
力
実
践
セ
ミ
ナ
ー

１
年
に
１
回
体
力
テ
ス
ト
を
行
い
、自
分

の
体
力
の
現
状
を
把
握
し
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
／
市
内
に
在
住
、ま
た
は
通
勤
・

通
学
す
る
人
▼
日
時
／
５
月
22
日（
木
）

18
時
30
分
〜
▼
場
所
／
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ーa

▼
内
容
／
健
康
チ
ェッ
ク
、体
力

テ
ス
ト
▼
参
加
料
／
無
料
▼
定
員
／
50
人

（
受
け
付
け
順
）▼
申
込
み
／
５
月
７
日

（
水
）〜
19
日（
月
）に
、電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で
、

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
1
28
―
８
８
８
３
・
5

28
―
８
８
８
５

お
も
し
ろ
科
学
ク
ラ
ブ

身
近
に
あ
る
物
を
使
っ
て
、化
学
や
物
理

の
実
験
や
科
学
工
作
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
／
小
・
中
学
生
▼
日
時
／
５
月
17

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、子

育
て
の
、応
援
を
し
て
ほ
し
い
人（
依
頼

会
員
）と
、応
援
を
し
た
い
人（
提
供
会

員
）が
会
員
登
録
し
て
、地
域
の
中
で
助

け
合
い
な
が
ら
、子
育
て
を
す
る
組
織

で
す
。

こ
ん
な
と
き
に
、子
育
て
を
応
援
し
ま
す

▽
保
育
園
や
幼
稚
園
、児
童
ク
ラ
ブ
終

了
後
の
送
迎
や
そ
の
後
の
預
か
り
の
と

き
▽
保
護
者
の
臨
時
的
な
仕
事
や
求
職

活
動
な
ど
の
と
き
▽
学
校
行
事
や
通

院
、冠
婚
葬
祭
な
ど
、子
ど
も
を
連
れ
て

出
掛
け
に
く
い
と
き
▽
保
護
者
が
た
ま

に
は
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
と
き
な
ど

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

対
象

市
内
に
在
住
す
る
人

入
会
金
や
会
費

無
料

持
参
物

入
会
時
に
、顔
写
真
２
枚
と

印
鑑

利
用
料
金

１
時
間
当
た
り
６
０
０
〜

８
０
０
円

問
合
せ

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ーa

1
32
―
８
１
９
１

フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

子
育
て

5月の納付
●固定資産税 1期
●軽自動車税 定時分

市税の納付には、便利な口座振替を利用してください。

納税通知書などと、預・貯金通帳と、その通帳の印鑑を

持参して、利用する金融機関で申し込んでください。

問合せ／納税課122―8363

講
座
・
講
演
�

期
日

５
月
31
日（
土
）

※
雨
天
の
場
合
は
、中
止
し
ま
す
。

太
華
山
ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
ク

集
合
時
間
と
場
所

18
時
、JR
櫛
ヶ
浜

駅a

、ま
た
は
太
華
山
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
入
口a

内
容

山
頂
ま
で
の
ハ
イ
キ
ン
グ
、太
華

山
サ
ン
セ
ッ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

参
加
料

１
０
０
円（
保
険
料
）

定
員

50
人（
受
け
付
け
順
）

催
し

申
込
み

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル

で
、商
工
観
光
課
内
市
観
光
協
会
1

22
―
８
３
７
２
・
5
22
―
８
３
７
５
・
E

shoko@
city.shunan.lg.jp

太
華
山
サ
ン
セ
ッ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

集
合
時
間
と
場
所

19
時
、太
華
山

山
頂a

▼
内
容

夕
焼
け
や
夜
景
を
見
な
が

ら
の
コ
ン
サ
ー
ト

参
加
料

無
料

い
ず
れ
も

問
合
せ

商
工
観
光
課
内
市
観
光
協

会
1
22
―
８
３
７
２

太
華
山
サ
ン
セ
ッ
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ルジ

ェ
イ
ア
ー
ル



命
処
置
、応
急
手
当
）▼
受
講
料
／
無
料

▼
持
参
物
／
筆
記
用
具
、動
き
や
す
い
服

装
▼
申
込
み
／
５
月
10
日（
土
）か
ら
、所

定
の
申
込
書
を
、光
地
区
消
防
組
合
北
消

防
署
1
91
―
０
０
０
１

瀬
戸
内
海
国
立
公
園

太
華
山
新
緑
ハ
イ
キ
ン
グ

▼
日
時
／
５
月
10
日（
土
）９
時
40
分
〜

※
小
雨
で
も
開
催
し
ま
す
。▼
集
合
場

所
／
JR
櫛
ヶ
浜
駅a

▼
内
容
／
櫛
浜
地

区
を
ガ
イ
ド
と
共
に
散
策
、太
華
山
山
頂
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■港・とくやま夢とロマンの帆船模型展
●日時／5月21日（水）～25日（日）
9時～20時※25日は18時まで。●
場所／市民交流センターA●内容／
世界の帆船、その他の船舶などの模
型約50隻展示、模型製作の実演●
入場料／無料●問合せ／周南帆船模
型同好会長尾さんA131―9526

■周南ベテラン会卓球大会
●対象／35歳以上の人●日時／5
月24日（土）8時45分～※受け付
けは8時35分まで。●場所／総合ス
ポーツセンターA●参加料／1人
1,200円（弁当代含む）●申込み／
5月10日（土）までに、周南ベテラン
会事務局橋本さんA122―9327

■市レディースソフトボール大会
●対象／市内に在住または通勤・通
学する女性チーム（市外に在住また
は勤務する女性が4人以内は可）な
ど●日時／5月25日（日）9時～※
集合時間は8時30分。●場所／市ソ
フトボール球場A●参加料／1チー
ム3,000円●申込み／5月16日
（金）までに、申込書を体育協会
A128―8311

■春季弓道初心者教室
●対象／社会人、初心者および経験
者※前回受講者も参加できます。●
日時／5月12日（月）～6月13日
（金）で全10回、昼の部10時～11
時30分、夜の部19時～20時30分
●場所／総合スポーツセンター弓道
場A●会費／2,000円●申込み／
体育協会A128―8311・市弓道
連盟事務局立野さんA121―
4632

■ビューティセラピー健康ダンス体操
●対象／40歳以上の人※初心者も
参加できます。●日時／毎月第2・4
火曜日9時30分～11時●場所／勤
労福祉センターA●問合せ／藤井さ
んA131―8995

■秋月公民館油絵教室
●日時／毎月第2・3・4金曜日9時
30分～11時30分●場所／秋月公
民館A●内容／デッサン、水彩画、油
絵●講師／牧野樹熙さん（画家）●
会費／月額2,000円●問合せ／森
原さん1090―4145―6518

■徳山少年少女合唱団
●対象／小学生●日時／毎週日曜日
10時～12時●場所／文化会館A●
募集人数／10人※随時オーディショ
ンを行います。●問合せ／徳山少年
少女合唱団笹村さん1090―4653
―0472

伝�
皆さんの活動の情報を掲載します

行政相談制度は、国の仕事や特殊法人などの仕事、国から

受託している県や市の仕事に関する意見や要望、苦情など

を受け付け、その解決や実現の促進を図り、皆さんの声を行

政の制度や、運営の改善に反映させるための制度です。

本市では、次の7人の皆さんが行政相談員として、国から

委嘱されています。

本市の行政相談委員

●有馬彰さん（安田C）●梅田洋治さん（大島A）●桂敬

孝さん（須々万A）●國冨和美さん（二番町A）●小林眞

さん（鹿野上）●冨永節子さん（新地町B）●豊田澄江さ

ん（岐山通A）●長宗正之さん（政所4丁目B）

委員の皆さんは、問題の解決を図るため、関係機関への

連絡や助言、説明を行っています。

行政相談委員に関することは、山口行政評価事務所108

3－922－1591へ問い合わせてください。

また、10570－090110でも、随時、行政相談を受け付

けています。

問合せ 生活安全課122－8320

相談 春の行政相談週間
５月19日（月）～25日（日）
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■無料法律相談

●日時／5月15日（木）9時～11

時30分●場所／山口地方・家庭裁

判所周南支部A●定員／40人（受

け付け順）●申込み／5月8日（木）

9時から、山口地方・家庭裁判所周

南支部庶務課121―2610

■徳山中央病院看護の日の行事

●日時／5月15日（木）9時～15

時●場所／徳山中央病院●内容／

メタボリック症候群の講演、会食を

しながら栄養指導など●問合せ／

徳山中央病院看護局128―4411

■居守漁港浮桟橋の利用者募集

●対象／大型船・ヨット（船長11ｍ以

下、船幅3.7ｍ以下）、小型船（船長9

ｍ未満、船幅2.4ｍ以下）の所有者●

募集数／各若干数●利用期間／6月

1日～平成21年3月31日（継続更

新可）●使用料／▽大型船9万6,0

00円▽小型船6万円●申込み／5

月15日（木）までに、県漁業協同組

合周南統括支店A121―0273

■求人申し込みの手続きなどの説明会

●日時／6月11日（水）13時30

分～●場所／総合スポーツセンタ

ーA●内容／新規学卒求人の取り

扱い、公正な採用選考について●

問合せ／徳山公共職業安定所学卒

担当131―1950

ププ
レレ
ゼゼ
ンン
トト
クク
イイ
ズズ

15 2008/MAY/1

問
題

新
し
く
始
ま
っ
た
特
定
健
康
診

査
。
何
歳
か
ら
何
歳
ま
で
の
人
が
対
象
？

q
０
歳
か
ら
20
歳
ま
で

w
20
歳
か
ら
40
歳
ま
で

e
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で

応
募
方
法

６
月
13
日（
金
）必
着
で
、

ク
イ
ズ
の
答
え
・
市
政
や
広
報

の
記
事
に
対
し
て
の

意
見
や
感
想
・
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
、は
が
き
で
、

〒
７
４
５
―
８
６
５
５
岐

山
通
１
―
１
政
策
調
整
課

広
報
広
聴
担
当
「
ク
イ
ズ
係
」

前
回
の
答
え

w
Ｓス

Ｐプ

Ｓス

Ｐプ

応
募
総
数
51
通
の
中
か
ら
、抽
選
で
次

の
人
が
当
選
し
ま
し
た
。
岡
村
明
美
さ

ん
、佐
藤
和
美
さ
ん
、福
田
祐
美
さ
ん
、

松
本
里
美
さ
ん
、山
本
麻
紗
子
さ
ん

正解
者の
中か
ら

抽選
で５
人へ

図書カ
ードを

プレ
ゼン
ト

お便り

【火災件数】4件（今年の累計 10件）

平成20年度全国統一防火標語「火のしまつ君がしなくて誰がする」

【交通事故件数】●死亡事故0人（今年の累計1人）●傷者数118人（今年の累計319人）

シートベルトやチャイルドシートを正しく、確実に着用しましょう。

わがやの耐震診断
（5月1日～15日）

■CCS（12チャンネル）
毎日6時・15時・22時

■Kビジョン（11チャンネル）
毎日9時30分・14時30分・21時30分

【人口】153,986人（前月比－292人）

［男］74,131人（前月比－126人）

［女］79,855人（前月比－166人）

●出生105人 ●死亡132人

●転入966人 ●転出1,231人

【世帯】66,480世帯（前月比＋69世帯）

4月1日現在

3月の発生件数

市政情報番組周南市市政だより

●広報「しゅうなん」の記事で市が収集した個人情報は、当該業務に限って使用します。
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